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日 謡特許

集塵機(静電凝集ろ過方式)
コロナ放二′.盲により微村J∴(微細な墟

Jうミ)に`志村をウーえ､フィル タで才伯ジミす

る肘怨ん-ノじがiiニト1されている一

機約r-を捕駁するメイJぺには,ブ イ′-レ

タ射車プJ+七,`Lとこ1t射額ノJ▲∫じなどかある､

フ
ィルタ駐韓ん-J一じは安価ではあるが,

フィルタの‖.三六まりが甲く,う蛋1(築爬

ん-∫℃では紫ii己亡の大形化､コストてlごi･とい

う.ような火∴1上があり,小形で[1法王り

んこ=祐が上主く､コストの安い射申ノブ‾J▲〔か

なかノーノた.､

l-1立;出作向か問ヲ邑LたI一郎Ei妃り三ろ一;坦

ノJJ七(図1)∫よ,放ノこに線と接地枇かノブ成

るイオ.註部で,高速で流入Lてくる微枇

j′一にコロナ放′丘による電イiffを与え,そ

の後､Jムい痢帖をもつフィルタで補填

するメJ式である｡､ニグ)ような梢j拉では,

徽柑r･はに'了i辿で荷′t一己部を適越するため,

ポf′.に郎でほ,徴柑√･H∵在荷がノj-･えごノれ

るだけで捕鞋されない〔､そのため,イ■･Jf

.江別のf/Jリさも泣伏以ミに抑えノブれる
圭

た,′,-E何をり一えごブれた微粒J'一は,柑子J二

にJ史子己,綽J突を放しく練リj返し,ノ土い

に擬態L判L人化するた･ダ),フィルタて
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図1 静電凝集方式原理図

古城に捕召三するニ上ができる.=､

[ニト∵与望作所では,二の】王f■iil屯指壬駐ろ過

ナノJ〔をf糾凄ヒコーーム用壌傾俄に適川L,

1‾ミニJ鮮左右土1i七草げているニ

l.特長･効果

(1)+r桝に凝集ノノJ(により,ヒュー｢ム(微

1三､`′二√一)を川_人化rノてい=l川丈するので,ブイ

/し夕の【〒】.言1‾1重りノ､+=二.丁■丁がにくなる′､

(2)0,2/ノ不■一三腔Jノ‾)イ√ナ…ニヒ_-⊥--ムも1三け大化

させて,99ケゎ以卜叫‡二ごi掛韓ヰ㌻ぐLl-川丈するし)

(3) 二Cノ1抑r盲凝り壬ノナ式による捕接ヒュ

一ム朔日三靡機は,除塵機のl吸引力の何

役辛か高いため,作業能率が満ちず,

圭た迎転青か極めて低く,作業中も気

にな1､Jない

2.提供技術

一 関連特許の実施許諾

川 特開昭53-93480号｢浮遊粉塵回

収装置+

(2)特開昭53-=578号｢ろ過式集塵

装置+

サンプリング配管自動洗浄装置
f争水処fし郎棚卸の自重わ化を進めるに当

たっては,試料水を輸送するサンプリ

ング伽皆の水門変化や保笥:管稗の問題

も々えなければならなし､が.管内に七

ずるスライムの彩管が水官′川り三右に著L

い言呉差を与える問題があるし〕従来,配

管巾のスライム除去には,二欠上皿北京醸

ソーダなどによる薬液紙f■甘か行なわメrL

ていたが,洗浄中サンフl‾■リングがr‾l‾1断

するので,水門自動芦別御システムでの

拙沖法とLて本官印勺に不rriJきであった√.

日立製作所では,配管内にスポンジ

ポーールを日動走行させることにより,

スライム発生をl坊l【二するサンプ】ノ ング

門己管日動洗浄装置を開発した(図1参

岬i)｡本装置は､某･牧なスポンジポー

ルが試料水及び沈沖水の水圧により配

管r勺を一走J誹切で往復するものである｡

本港己引二より配管内のスライム発生か

r;ガ止され,水質変化をド方1Lできる(′匡1

2参!!弔)｡

1.特長･効果

(1)物押自勺,槻木戒的な洗浄であるから,

効果が確実で′薬液批丁争のような水質fへ

の宗き竿かない⊂】

(2)ボールは長寿命で,配管長500mを

分流器
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図2 ポール洗i争前後の水質変イヒ率

1口,1回洗沖-Lても1年以上使用で

きる〔､

(3)球形で柔軟性に富むスポンジボー

ルを使用しているので,曲管部での走

行性に優れ,動作が確実である｡

2.提供技術

■技術指導

●装置図面

■ 実験デrタ

■ 関連特許の実施許諾

特関昭54-84358号｢サンプリング配

管洗浄装置+他4件
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日 諾特許

エアシャワー装置
精密機耳戒部品や半導体素子の加工組

立など､塵j実の影響を避けるためクリ

ーンルームを必要とする分野が増えて

いる｡エアシャワーは,クリーンルー

ムなどの出入ロに設置して,入室者に

付着した塵]実や菌を取り去r),クリー

ンルーム内に持ち込まぬようにする装

置である｡従来のエアシャワー装置は,

シャワー室内天井及び側面に設けた空

気吹出口からエアジェットを噴射する

もので,エアジェットだけではシャワ

ー室内空気が乱i克となるため,衣服か

ら飛散した塵竣の排出が遅れてシャワ

ー室内にとどまり,扉を開いた際シャ

ワー重からクリーンルーム内に魔〕実が

侵入するおそれがあった｡

ここに紹介するエアシャワー装置(図

l)は,シャワー室の天井及び側面に

空気吹出口を設け,シャワー室下部の

空気吸込口と天井の空気吹出口とを連

絡する通気ダクトの途中に集塵器を設

置し,集塵器でプ戸過された清浄空気を

天井の空気吹出口から服装を乱さない

程度の低速度の層テ克として放出させ,

同時に側面の空気吹出口からは清浄空

気の一部を高速ジェット気i充として人

体に向かって噴射し,ジェット気流の

振動作用で衣服から飛散した塵填を清

浄空気の層i先によって速やかに室外に

ン

ト

ン

ア

ク

ト
ア

フ

ダ

ツフ

駅

前
小
論

集塵器

注

Lて
ヽ/

け説岬メぎ
ー
ー
ー
ー
I
l
-
･
+
.

=甘/＼常.暮｡
B

口

気出空吹

｢
一
-
-
1
･

｢
-
■
-
+

=
■
十
∫
,
L

ジェット

気流ファン

シャワ一室

空気吸込ロ

A(層流)
B(ジェット気流)

図l エアシャワー構造図

排出し,常時は清浄空気の層流だけを

流して出入口からクリーンルームへの

汚染空気の手元入を防ぐエアカーテンと

して作用させる｡これによって,入室

者がシャワー重からクリ】ンルームに

移る際に,クリーンルーム側の扉を開

いても塵]実がクリーンルームに侵入す

ることがない｡

l.特長･効果

(1)エアシャワー宅内の除塵が効率よ

く行なえる｡

(2)上方からの強いジェット気i充がな

いので,作業者は不快感を感じること

なく気軽にシャワー室に入ることがで

きる｡

(3)層流を流すシロッコフアンは低騒

音で,連続運転しても騒音が問題にな

ることはない｡

2. 提供技術

■ 関連特許の実施許諾

特許第563引9号(特公昭44-18706号)

｢エアシャワー装置+

エアカーテン付清浄作業台
細菌のような有害物質を扱う実験装

置には,外部から雑菌が混入した-),

作業室内から外部へ有害物質が拡散し

て人体に害を及ぼすことがないように

特殊な無菌作業台装置が必要である｡

ここに紹介する装置は,作業室入口

の開口部で内外空気のラ充通を遮断する

エアカーテンを利用したi竜一争作業台で

ある｡図1に示すように,作業室入口

は,内部に上【F方向の通風路を設けた

二重構造の透明板から成る可動シャッ

タを作業室天井にある上部スリットを

通して昇降させる構造になっている｡

作業室の天井部で上側フィルタを通っ

たi青浄空気は,エアカーテン用給気ダ

クトを通r),可動シャッタの内部通風

路を通って,その下方開口端から作業

室入口の開口部を横切って下部スリッ

トに至るエアカーテン気i充Aを構成し,

作業室内外の空気の交流を速断する｡

図の右側は可動シャッタを下げた通常

の使用状態を,左側は品物を出し入れす

るため可動シャッタを_Lげた状態をホ

している｡また,天井部の下側フィル

タを通った1青浄空気は､作業案内に層

流.Bとなって案内をi売れ,作業室内で

発生した菌を下部スリットからl吸気ダ

クトに導き,作業室内での細菌の拡散

を防止している｡

1.特長･効果

(1)可動シャッタの内部通風路を通っ

て導かれるi古浄空気により,シャッタ

の停止位置の高さに関係なく,作業室

入口の開口部に常にエアカーテンが形

成されるので,作業室内外の空気の交

ラ充を速断できる｡

(2)可動シャッタは継目のない二重構

造の透明板であり,シャッタの全開時

にはケーシング内に収納されるスライ

ド式のため,視界をさえぎることがな

く作業には全く支障がない｡

(3)清浄空気が循環しているので,作

業室内の清浄度が高まI),フィルタの

寿命が延びる｡
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2.寸是供技術

タ
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暮関連特許の実施許諾

特許第1005別号(特公昭54】34959)

｢エアカーテン付清浄作業台+

日立製作所では.すべての所有特許権を適正な価格で皆さまにご利用いただいております_また,ノーハウについてもご相談に応じておりますので,右気軽にお問い合わせください｡

お問い合わせ先は… 株式●鼓日立製イE祈 〒川5東京都巷区浜松町二丁日4番l号(世界貿易センタービル)電話川3)43ト=､8(ダイヤルイン)特許部特許営業グル_プ
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マイクロコンピュータ内蔵空気圧相磯

マイコン"HISCREW”

マイクロコンピュータ内蔵空与も圧縮

機いHISCREW''は,圧縮機の制御装置

に清算機能をもつマイクロコンビュ【

タを採用し,機械へのエレクトロニク

ス導入とともに,大きな省電力効果と

運転の日動化を図るため開発された圧

縮機である(図l)｡

1.主なヰ寺長

(1)演算機能により,負荷変動を検出

し,配管イ容量に合わせて適正なアンロ

ーード方式を日動選択する｡特に低負荷

時には､モートルの発停を行なって省

〉州･.1【ごニγ㌦…汎叫しン

電力効果を高める｡

(2)空気の佗用二状才兄に応じ,1日のモ

ートル発停時刻を制御装置に記憶させ

れば,毎日忘三刻モートル発停の日動運

転が可能である｡

(3)圧縮機の保守に必要な温度,電流

及び他用空気量比などの値をディ ジタ

ルで表ホL,盤面で▲一手古確認できるモ

ニタ機能を装惜している｡

(4)制御装置に自己診断機能を付加し,

;別御二状態やセンサ,マイクロコンピュ

ータなどの異常をも､】三Ij断できる仁i板件

の高い設計である｡

図l マイクロコン

ピュータ内蔵空気圧

縮機

マイコン"HISCREW”

表l 主な仕様

項目
＼⊥選種

OSP-Z2EA OSP-37EA

周 波 数 50/60Hz

電 動 機 定 格 Z2kW 3了kW

吐 出 し 空 気 量 3.4mりm+∩ 5.8nTりmln

吐 出 し 圧 力 ゲージ圧7kgf/cm∠

吸 込 温 度 0～40℃以下

駆 動 方 式 4Pモートル･∨ノくルト掛け

電 i原 電 圧 200/ZOO･Z20V

垢 動 方 式 人-△始動

容 量 制 御 方:式 最適客土制御

マイクロコンピュータ ワンボードマイクロコンピュータ

周 匪‡ 温 度 0～40℃以下

寸 法
幅l,550×奥行770 幅lノ00×奥行890

×高さl,200(mm) ×高さl′350(mm)
推奨空気タンク寄手責 0.43mJ 0,77mこi

(5)圧縮機主要部分の温度やモートル

1電流などを常に監視L,異常があれば

1苛号報又は非常停Ⅰ卜を行ない,†京凶をモ

ニタに表ホをする高精度のl投降表示機

能を装備している｡

(6)その他,油分離器にたまったトレ

ンの排水や潤子骨油の給油を自動化し,

日常点検の軽減を図ることも可能で

ある｡

2.主な仕様

上な什様を表1に示す｡

(日カニ尊望作所 商品事業本部)

ファクシミリ"HIFAX3000”

近年,ファクシミリに対するユ【サ

ーの要望は,‾文章や区l形をより早く,

より鮮明に､どこのファクシミリとも

通信できるとし､ったファクシミリ本来

の機能のほかに,操作のしやすさ,確

実な通信を証明するための機能など,

多機能化の方ドりへ移行Lてきた｡HIFAX

3000は,このようなユーザーのこ-ズ

を満足させるため開発したもので.｢上l際

規格に合致し,高品質画質,高速電送

に加えて多機能化を【ヌ】った感熱高速フ

7クシミリで次のような特長をもって

いる｡

図l 卜=mX3000

の外観図

1.主な特長

(1)G3及びG2の1玉l際規格に合三枚して

おり,向規格機となら円内外を問わず

不‖立通イ‾ょができる｡

(2)高速20秒電送ができ,電送コスト

を節減できる｡

(3)A3判まで電送でき,紙サイズに

応じてFl垂帥勺に原寸電送及び縮/ト電送

かできる｡

(4)コントラストばらつきの多い原稿

も,原稿地肌及び‾文字の膿度を自動的

に調整して鮮明に再現する｡この機能

に加え,5j三那皆のコントラストセリ替に

より薄い文字や青焼き原稿などもきれ

いに電送できる｡

(5)より確実な送′受信のために,送信

時,相手先を確認できるID表示,送信

済み原稿に,どこへ,通番何番で送っ

たかプリントする送信済みプリンタ,

′受信両に莞イLi元,発イ‾i印寺刻などを記録

する発イ言元記録,送′受信の結果を- 一覧

表にLてアウトプットする通信管理レ

ポートから成る通信証明機能を装備し

表I HIFAX3000の主な仕様

項 目 HF3090X-K HF3090×一G HF30gOC-G

送信走査方式 CCDによる固体電子平面走査

送信原稿サイズ
標準B4判(257mmX364mm),
貴大297mmX】.500mm

有効画面幅 標準252mm,ワイド時287mm

走査線密度
主走査8本/mm,

副走査7.7,3.85本/mm

電 送 時 間 20秒 ZO秒,3分

伝 送 速 度 9.600,7,200,4.800,2.400bps

帯域圧縮方式 MH,MR方式
MH,MR方式,

G2規格

記 毒貴 方 式 感熱言己録

記帯紙サイズ Z57mmX100mロール紙

通 信 方 式 半二重(送受兼用機)
全二重
(送受一体機)

外 形 寸 法 幅500×奥行750×高さ740(mm)

壬 生 約80kg

消 費 電 力
待機時30VA,送信時350VA.

受信時350VA,コピー時650VA

注:略語説明 CCD(Charge-Coupled Devi亡e)

ている｡

(6)送り手も′受け手もより使いやすく

した多くの自動化機能及びチェック機

能を装備している｡

(7)サイドディスク形のため,事務机

の側に設置して使用できる｡

HIFAX3000の主な仕様を表1に,外

観を図1にホす｡

(日立‾製作所 通信機事業部)
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33kV水密形OC-W電線

鋼導体架空絶縁電線の応力腐食断線

対策としては,応プJの除去及び構食の

防止がある｡

このたび開発した 33kV水密形OC-

W電線は,導体の空隙に水密コンパウ

ンドを充填することによって,雨水の

浸入を防止し,要因の一一つである腐食

環ゴ菟の生成を阻止することにより仁仁力

腐食断線を防ぐものである(図1,2)｡

1.主な特長

(1)優れた水密特惟

0.5atmの水圧を24時間加えても,導

体内部への浸水は起こらない｡

図I 33kV水密形OC-W電線(80mm2)の外観

(2)接続作業性が良い｡

水密コンパウンドに熱‾叶叫件(ドラ

イタイプ)コンパウンドを使用してい

るため,才且度による特性変化が少なく

端末での1Jl留クランプの取付や心緒ス

リーブの圧縮作業は.一般のOC電線

と全く変わりなくできる｡

(3)耐アーク溶断特什が良し､｡

･架空絶毒壌7註線は､富サ【ジによる絶
縁破壊時にアークが何誌するたれ 裸

電線に比較L溶断Lやすくなる傾ドりに

ある｡

Lかし,OC-W電線は,充唄されて

いる水密コンパウンドのL吸熱効果によ

リ,アークi容断時間が一一般OC電線の

約20倍も長くなる｡

2.主な仕様

主な仕様を表1に示す｡

(日_々二屯線株式会社)

表133kV水密形OC-W電線(80mm2)の仕様

項 目 イ土 様

導 体 構 成 19本/■2.3mm

絶 縁 厚 3.Omr†1

導 体 抵 抗 0.237S2/km以下

絶 縁 抵 抗 2′000M日･kmlよ上

導体引張荷重 3.160kg以上

交 流耐電圧 25′000V/一分

図2 0C-W電線の断面図

導体素線

水密コンパウンド

絶縁体

■小特集

アイ ジ

DXシり

DXシり

日立評論 Vol.64 No.3

時分割ディジタル電子交換機

タルPBXシステムDXシリーズ

ーズのハードウェア

lズのサービス機能
通信用ソフトウェア生産技術の高度化

電子交換機の機能分散ソフトウェア方式

l一般論文

′ト容量電子交換樅"CS-10'◆
電子ボタン電話システム｢ETシリーズ+

PCM･CODEC LSIの開発

高速増植原巧一壬炉｢もんじゅ+一次収納構造電力肝壷綿貫通スリープの開発

蒸気タービンブレード用電了･セクタスキャン方iE超昏波探傷装置の開発

500kVカース絶縁開閉装置用12,000A三相一括形ガス母線

大形クレーンの大組み海上輸送

卓両揺動抑制装置の開発

ショップコンビュ〉タンステム

日 立

グ フ フ

ル ポ

明日を開く技術く24〉

家 庭 コ
ー

ナ ー

技 術 史 の 旅く67〉

続･美術館めぐりく26〉

新 製 品 紹 介

Vol.44 No.2

■F町早春

市1＼三生活を支える安定給水

高松市水道局の配水コントロールシス

テムを見る

超LSI時代に入った半導体技術

いい苦みたいにマイウエ【､サウンドラ

イフ｡

スムーズな操作感覚のコンパクトイ【グル

こんにゃく と水車

池大雅美術館

ビデオ 電気フライヤー カセットテー

プ 掃除機
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